
遺跡全景(西南→)

図版 1



1号住居跡(北→)

2号住居跡(南→)

図版2



1号炉跡(南→)

3号竪穴状遺構(北東→)

2号土拡(南→)
図版3

1号土拡(西→)
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1 2号{王1.5f>!;出土土器
2 1号住居跡iPt.量殺士器
3 1号炉跡漫技士滋
d 1号ビγト内出土土器
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図版8 器石土出



遺構内出土石器

遺構外出土石器

図版9



野形遺跡
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遺跡の概観

笹[Jflff野集活のはずれヵ、ら[1ミ|近13りー線にぬけるj丘路がある。 j立跡はその市東にある際i宇{j52m程の独

立した台地上に伎Itu:する。

j立JFz}J;の大、[':v;:t， 11(1干1151年度以前にヅノしトーザーによって岐壊されてし、る。 昭和51年度に秋1f1考古

学協会の手で-点Ij調子工が'j~ 施され、平安11年代後半の 0:肘跡、 JJ~褐色 L: ~S:の焼成随設と考えられる窯

跡を検出している。今 1 11 1 の FJ，~hでは、それらも含めてさらに広範聞に調査を行った。結果、 ít:Jf1;-跡

3軒、 J{;掲色 1--加の件IU点施II迂と考えられる窯跡、 j)広等を検出した。

遺構と遺物

1号住居跡(第 2[;;1) 

調査!ベの市阿部に位践する。 IH1HU73'程は、昭和51年に調査されてし、る。今P:iIの調査で全砕を把握

しfょ。

フランは、東問4.9m 、 jH~ヒ4.6m のほほ方形を呈する住lrri跡である。壁内は25~30cmで床面カ通ら

ほぼwwに立ち上がる良好なものである。壁MC下には深さ 15cm程の周溝が認められた。 ~ï1+は褐色

士、黒褐色士、 IIi'i-褐色 1:が主体である。上謄の褐色、黒福色土に包含される土器は、ブノL トJーすごー

によって壊され、すべて市ffI片である。ヒットは床面に多くみられーるが、十七穴となるものカミ不明で、

壁のコーナ一部と辺上に検出し たものが村:穴と考えられる。カマドは、FlIJEJ]の調査でも検出してい

るが、新たに南壁jlLj寄りに検出された。岬!道庁[jが外に1.1m程のびる。天井二部は落ちて L、る。前!定部

には径60cm、読ささ21cmのヒヅトがある。十lliffljは確認できなヵ、った。)木町iは堅くしまり、非常に良好

である。中央北東部にある大きなヒットには貼り!ょが認められた。

出土遺物(第 3図)

出士、 I~~ [1'(上、はくカ￥ら J(;福色ニL日位、須恵 ~i~張・護が出土した。富士I=U 二i二の土出は多数あるが、

部11)1で復元できなカ、った。

赤褐色土器

1 ・ 3 ・ 4 は fil 十ー上 }~~t カるら1+\ [-_した。底部切り I~jt しは 111]転糸切りで干fJ:調整はない。 2・5・7 ・

8 ・ 10~13は北VLî ií:lj のは r(rj11'(上の同色[--カ hら一抗1+¥1:した。¥.，、ずれも1[[1転糸切り無調幣で‘ある。 6

1 主 rìLj側 I~~r而、 9 はヒットヵ、ら 1 1\-1:したo ¥.，、ずれも1"]転手ミ切り無調整である。

須恵器

に 14は r1紋l:i:lj{J)J;_JJで「焼きぶく Al_J がみられる。 16は顕、 rI縁立Ijが欠損する。)j[!0行[jには斜方向

にカキ 1I ~反ヵ:スι ら;fl_る。

笠:15は内外!fIiともに条線;1たの当て具痕、 II[JきH5i痕がある。品[t成良好である。{由に妓Hーが多く出

LしているがJ;i2{iしなL、。

2号住居跡{第 4[文[)

調 rflベ;の仁![央i'i:l;で検出された。
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フランは、長車Ih5.9m、短lFrh4.6mの長方形を呈する火災住町跡である。火災のため床が部分的に

堅く焼きしまる。炭化した材が北側に多く造存しており北壁の一部に板材がI)H立状態で、残ってL、た。

壁直下にある rl-JlO~15cm、深さ 5cmの周溝はこの板材ーを矢板状に打ち込むための遺構と忠、われる。

壁高は、約40cm で床から_[í~jr立に立ち上がり良好である。ヒットは、多く検出されてし、るが主柱穴と

なるものは北壁下に 4個、床面に 4{問、 i有暁中央部下に 11問、四壁中央に 1fiEilが規則的に並び、深

さ、形状、位置なとカミら考えられ、いずれにもれ痕跡が残ってL、る。特に北西コーナ一部、北壁コ

ーナ一部rr!(下に検出したれ穴には、炭化したれが遺存してし、t，ニ。カマ卜と思われるのは、南壁四点li

に確認された南に長さ1.8m、rh1.4mと大きく張り出すもので段がつく。底部、側壁が堅く焼けーて

し、る。規模から窯との重複も考えられたが明確で、なL、。覆土は大きく 4層に分カ'Jlる。 1層は黒色

土でブルドーザーにつぶされ、 什:削られてし、る。その下層に黒褐色士、褐色二!:が.Lif~T:Fl しており特

に最下層には、炭化物、焼土が多量に混入してし、る。 遺物は土師保護、赤沼J色二!::.訟の破片ーが数人!;J:出

土してし、るが図上復元できるものはなL、。

3号住居跡(第 5図)

調査[:;(の中央南側で検出された。

フランは、東四3.9m、rU::lt3.9mの方形を呈する。 1号土:JJL¥、昭和51年調査の窯跡と重複してし、

る。 1号士JJl¥との関係は、士jJLを閉めてカミら住1ft;"跡を構築していることが切り台L、から確認された。

壁高は、 30~40cmで床面からほぼ-府立に立ち上がる。問符は、北・四壁 f-vこ部分1'1サに検出された。

覆土は、レンズ状に堆積し、黒邑士、褐色土を主体とする。 -1二層はブルドーザーにふまれ堅くなり

包含される遺物は*HItJ'く壊われ、もろし、。ビットは、数11[111住}ii;"跡の内外に確認されているが、外の

慢沿 L 、に規則的に並ぶものがれ穴と考えられる。カマドは東壁の)Ý~寄りに設けーられている o rrlr (fljは

ほとんど造存しなL、。 'M!_i廷は屋外に1.5m程のびており、天井荷1;が明|瞭に残る。前庭部は浅く掘り込

まれ、焼士、炭化物が広く分布する。また士郎保護の破片ーが多く出土した。 市東コーナ一部にある

ヒットには炭化物、 'JiYt二r:が多く混入しており、あるし、は灰拾ての施誌とも考えられる。 1本D'aは平坦

で、 I;~ くしまり、部分I'l~) によJt江封がみられる。

出土漬物(第10図 8~24) 

痘=1:、);;t:!古 i ヵ、ら JJ~f~j色土問、 1".15司I保護、土錘などが出 L:した。

土師器

14は小形の護である。焼成良好で、内市iに出方向にカキ 11痕、外出にはJnllJ主:;11痕がλ られる。

赤褐色土器

8 ~10 ・ 12 ・ 13は覆土出土の午である。底 tí:l~ 切り離しはすべて 1 11 1転糸切り無調整で、ある口 11は床

面出士ーで下司様に[111転糸切り無調整である。 他にも多く1:1¥=1:したが復元不可能である。

二七製品

土錘
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15~27は長さ 3 ~ 4cmの

小形で、径 3mm程の孔を有

し、赤褐在Lを虫する。

1号窯跡(第 6図)

調査l又の中央rmで検出し

fニ。

フランは、長llillj2.9m、短

軸 2.2mの北西に長い楕円

形を呈する。窯底奇剖部iじ:までで、の

深さは4ω0~5印Ocmで

掘り込まれてLい、る O 底部下

には 2号土拡があり、 !a元首j

観察の結果土拡を上限めてか

ら本窯跡を構築してし、るこ

とが判明した。覆一土は全体

にかE土、炭化物が多く混入

するが、黒色士、黒褐色土

黄褐色土が主である。底部

の一部は赤く焼けー堅くなり

その上層に焼土・炭化物の

層、さらに灰青色士がうす

くi堆積してL、る。焼士、炭

化物が含まれる害Ijに焼けfニ

面が少なく、南東部の底部、

側壁が堅く焼きしまり「焼

而」をなしてし、る程度であ

る。 遺物は覆土から多量に

tB二t:L tこカ1ブノL ドーサごー十こ

よってふまれておりお[j片が

多く復元できたものは少な

L、。

出土遺物(第10図2・3・5)

土師器

焼酎

A 52.70m Aノ

52.70~ B〆

。 1m 

第 6図 1号窯跡，号土士広

nu 



5 V主 I~Ifま3cmの底部の摩い手づ

くねの土器である。

務褐色土器

2 ・3v ;:J:~安ゴ二カ、ら IJ\ ::l-:しアニ O し、

ずれも底部切り離しはド11転糸切り

無調整である。

2号窯跡(第 7図)

調査ド:の南西部で検出した。北

から南にカミけて削平されている。

フランは、長鞘1J1.7m、短判11.4 

mの楕円形を呈する。

の良立子な北側で高さ35cmを計り、

斜めに掘り込まれる。覆土は、褐

色土、茶褐色土が主で灰青色、黄

褐色土が混入してL、る。最下層に

は焼土・炭化物の屑がある。窯底

第 1層
第2層
第 3層
第4層
第5層
第 6層
第7層
第 8層

7図

焼首i

51.60m 

51.30m 第 1層 II1J褐色
第2層ロームに汚れた
土含む

モそト一一
2・5窯跡、 1号ビット

。 1 m 

は平坦で~~く、北側は佳80cmの円形に堅く焼け\ γ焼而J を呈している。

@ 
~ @6 

@ 

()5 

。 1 111 

第 8図 3・4・6

/t;:y 4号?長

51.00口1 口

A' ー

@ 
GY 

焼面i

第l層褐色土(焼土浪人)

出土遺物(第10関 6・7) 

滞褐色土器

6 ・ 7 は窯底，:fl~nヨ:J二カミら1:1::'， ~l:_ 

した台付のf不である。底部と周

縁にナデを施してし、る。切り離

しは不明である。

3号窯跡(第 8図)

調査Iえの南西部で検出したが

削J干され、上部はほとんど壊さ

れている。

フランは長車rh1.Om、短車1l!1.5 

mのほぼ円形を呈する。遺存す

る壁高は 5cm程である。窯底吉I~

iii;霊長慰J は!宅く、中#古liがO.8X1. Omの
第4層焼ffii
-B' 範囲で「焼而」をなしてし、る o

-淳ミナ 4号窯跡(第四l)

301-



調ffl:A:の南西、 3号窯跡の北で検IHした。上部は削干されている。

フランは径0.8m程の円形を呈する。床は堅く、中央部は特に赤くかI~け í');J\五百七をなしてし、る。

5号窯跡(第 7悶)

調査Kの南西、 2 号窯跡の南東部で検出した。上 fí:r~ は自IJ平されている。

フランは、長i!iri!1.4m、短!111111.0mの精円形を52する。壁はほとんどが壊れてし、るが、 j室存の良好

な北壁で高さ約10cm程で、ある。底部は平坦でしまっているが、焼二I~はみられな L 、。

6号窯跡(第 8図)

調査民の南向 3号窯跡の南東部で検出した。大部分は円IJ平され、わずかに血状に残ってし、る。

フランは、径1.4mのほぼ円形を呈する。底部は堅く、南半分はあく焼きしまり をなして

いる。

7号窯跡(第 9図)

調査Kの問側で検出した。 8号窯跡、竪穴と重複してL、る。 Ifjr面観察の結果 8号窯跡を切り、竪

穴に切られていることが判明した。

フランは、長îMI で‘ 3m 以上、短車rlJ 2.2m の楕円形を呈する。壁高約55cmで底部カ通らやや~:I めに立ち

上がる。覆土は茶褐色、褐色土、黄褐色が主体で、最下層には厚く焼土、炭化物が堆積している。

底部は王子担で堅く焼け「焼面J を旦する。底部から 5cm程の高さまでは壁も焼けており、特に東壁

は全[MIに焼けーてし、る。

出土遺物(第10図27~32)

覆土、底部からこ[二部器午、護、赤褐色士器が多数出土した。細片が多く復元できるものは少ない。

土師器

27・28は覆土カミら出土した内黒の午で、ある。¥，、ずれもいl転糸切り無調整である。体部は横方l旬、

底部は放射状にミカキを施してし、る。

赤褐色土器

29 ・ 31 ・ 32は覆土ヵ、ら出土した午で、ある。 29 ・ 31は li'l転糸切り無調整である。 31は I~ 縁部がタト反

する。 30は底部から出土した。磨j成が著しく、切り離しは不明である。

8号窯跡(第9区[)

調査[えの匹i側で検出した。 7サ窯跡と重複しており、切りてn、ヵ、ら本窯跡が古L、ことが判明した。

フランは、市北約1.8m、東i旦iは不明であるが遺存形態ヵ、ら推定すると杭:円形を呈してし、たと思わ

れる。)ß: ffl~ までの深さは約18cmで壁はゆるく立ち上がる。覆土は。);褐邑j:、下層はか'~::f:、炭化物関

である。底部全面と床の一部は赤く焼け、 「焼百IJをなす。箆二!二から;J{;褐色士号誌の五111J十が多く出土

したが復元不能である。

9・10・11号窯跡(第 9図)

9・10・11号窯跡は、調査[メ:の内側で検出した。長IfI!116m、短判12.6mの市北に長L、竪穴を掘り込

-302 
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んで、その中に構築されるものである。

9号窯跡:フランは長l!idI1.9m、矩l!IllJ1.1mの151出丸長方形を呈する。底部は阻状に掘り jるまれ、中

央部が赤く焼けてし、る。市側に炭化物が多くみられる。

10号窯跡:フランは長市1"1.5m、短iFdl1.2mの東西に長レi塙丸長方形を呈する。底部は平坦で径

1. 5mの範囲は i，trUfrIJをなす。また、東側の壁の一斉1¥も「焼而」を形成してし、る。

11号窯跡:フランは長市Ih2.3m、短rfilh1.2mの隅丸長方形を呈する。底部は浅く皿状に掘り込まれ

る。 丙半分と壁は赤く焼け í焼而J をなす。東側には多量に炭化物がよ11~結している。

この竪穴の北壁下にヒットが検出されているが窯に関連するのカミ不明である。

出土濯物(第12図 1~ 6) 

竪穴覆土カhら多量に士師号;;護、;){;褐色士:器が出土したが和IJJl'が多く複元できるものは非常に少な

し、。

赤褐色土器

1 は切り離し不明、 2~6 は回転糸切り無調整の序で、ある。 2 は底部近くヵ、ら IH+こした非常に L 、び

つな土器である。

12号窯跡(第11悶)

調査[>(の問、竪穴の市で、検出した。出IJ平され上部は

壊れて L、る。

フヲンは、径0.75mの円形を呈する。底部はすf{;く')J'/;

け、 r焼出」をなしている。

1号土f広(第 5図)

調査|又の中央市寄りに 3号{Cf::JtN跡と重複して検出さ

れた。 1号二-1二j広を土mめてカミら 3号住町跡を掘り jるんで

し、ることヵ、ら本土):広が古 L 、ことが 'l~rJF!jJした。

12窯
焼面 。
第11図 1

プランは、長rFd12.65m 、短tfidl2.2m の東内にやや長L 、方形を呈する。若干 f):~J傾ぎみに掘り込まれて

いる。深さは約1.Omである。東コーナ-ifliの底ti:/jに;1I¥，、壁は-'(ili焼けて亦まど してし、る。

出土遺物(第101又125• 26) 

/1-¥土遺物は底部付近ヵ、ら L:I'mJ出撃のノj、破片、坦士から土錘が出土した。

土錘

f主3mm程のJしを有ーするノ I\ :rr~のものである。色調は肌色をすーる。

2号土拡(第 6[文1)

i調在iベの中央NI¥で ILj-窯跡、と重複して検出された。 lU窯に士'Hめられてし、ることカ通ら窯よりも干1'1"

L、。

フランは、長i!ilJI1.1m、短if!1111mのほぼ方形を旦する。)な存する畦r'':-:J~土が._;40cm で fl\ n'(に t}iH f) ，ì~らまれ
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ている。覆土は、黄掲色二i二、褐色土が耳t在itし、下層に焼士、炭化物が混入する。

出土遺物(第10図 1 ・4)

赤掲芭土器

1・4は覆土カhら出土した完形に近いものである。底部は[[j]転糸切り無調整である。し、ずれも赤

位色を虫し、磨滅してし、る。

不明落ち込み(第131翠)

調査i又の西側で検出した。北側は、昭和51'tfに調査されている。北からfY-Jに首IJ平され、浅い落ち

込みとなってし、る。

フランは、南二!と3.5m、東lAi4 m 以上の長方形を皇するようで、ある。規模や他の住民跡の方向と比

較すると住居跡の可能性もある。

出土遺物(第121玄17 ~10) 

土師器

10は落ち込み内のピットから出土した。上部は欠損する。法ffI;切り縦しは不明である。焼成良好ー

である。

味褐色土器

7~9 は落ち込みヒット内から出土した。 7 は台 f'Jl不で、糸切り後周縁にナデを施す。 8 ・ 9 は

午で 8は切り離し不明、 9はro]転糸切り無調整で焼成良好である。

1~6 竪穴

7 -10不明落し込み
11 1号ピット

。 lOcm 
第12図 出土遺物
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まとめ

調査の結果、 3車干の竪穴住居跡、 12基の窯跡、てと1広3茶、それに土師器、多{恵器、示1ミ褐色土器、

土錘などが発見された。

竪穴住居跡は、規模は異なるがほぼブ1形のプランを塁し、向一方向にある。カマトーは方向が異な

るが 1・3号住居跡は屋外に 2m程突出する煙道をもっ O また住居跡の重複はなく、出土遺物の相

違もなL、。上記の点からこれら住居跡は同時期の可能性がある。

窯跡は12基検出されている。 昭和51年度の「野形遺跡発掘調査報告書」から引用すれば「・・・・一内

部には土擦が混入しており、構造、規模等から赤掲色土器の焼成施設と考えられる。-一.....・しかし

土器(一部土錘も焼成する)焼成を日的としている点では「窯J と称してもさしっかえなし、ものと

考えられる。」とある。今回調査したものもまったく同様の遺構であり、その点からも窯として捉え

ることヵ:で、きる。

窯跡は、遺跡の南側に多く検出される。 後世に削平されているがもともと南斜面である。今[戸|検

出した窯跡は、規模、構築方法カミら 3タイフに別けられる。1.比較的大きな楕円形を呈するもの

( 1号窯跡)。これは他の窯跡と立地場所も異なる口 2. 2m前後の円形、楕円形を皇し、鍋底状の

もの (2~ 8、12号窯跡)0 3. 長方形の竪穴を掘り込み、内部に窯を構築したと忠、われる (9~ll 

号窯跡)ものがある。 3は前回の調査ではみられなかったものである。竪穴と窯とに重穫も考えら

れたが竪穴側壁が窯壁として使用され、部分的に赤変していることから竪穴より古いものではなし、

こと、また土層断面の観察結果、窯壁もなく、覆土は一時期に埋められたものである口これらのこ

とから堅穴は窯跡を複数構築するために掘り込まれた可能性が強い。

以上 3タイプの窯跡も焼土、炭化物のあり方からみると焼成方法は向ーの様である口すなわち窯

の側壁、底部は一部分しか焼面の形成はなく、他は全く焼けhてし、ないことや、!新聞観察から天井部

崩壊土の存在もないことなどを考え合せると、円形、楕円形の穴を掘り、その全体、あるいは一部

分を使用して野焼きのようにして土器を焼成したものと考えられる。

遺物について

遺物は、住居跡、窯跡から土師器、須恵法、赤褐色土器が出土している。特に窯跡カミらは赤褐色

土器が多量に出土している。ほとんどすべてが杯、台付士不であり、 !ι!転糸切り後の再調整は全く施

されないものである。秋田城跡、払田柵跡では底部およびその周縁に回転へラケス 1)調整のある赤

掲色土器が出土しており、特に払間柵跡では嘉1午2年 (849年)の紀年名のある木簡と伴出している。

本遺跡出土の二次調整の全くなL、土器はそれらよりも新しいものと考えられており、 10世紀以降の

時期が考えられる。
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よ 1号住居跡(r+J司}
下:2 号住居跡 l~(_)

図版2



ム:2号f宇摩'Y!(北-!
F : 3号住居'y!と2号土鉱(;ヒ東-)
図版3



2号1主居跡炭化材、桶申

図版4

i 号住居跡
土器出土状態

(東-)

2号a三思跡 1置にせf;j 孝司r[-

2号俊足跡焚化往復

(，萌-!

:' t-



図版5

3号註Z吉野
hマト

(Iffi-。

3号住居跡と 2号土処
切り合い

{西一}

1 号窯跡と 1 号土~.. 
((J3-! 

1号官官跡

土総出土状態

{南-)



2胃窯幼
(再;-)

3 号自~~帯
(喝四

二号ヨ耳2得
金『

5号窯跡
<i!E-) 

図版6



図版7

5号窯勧
(if-、

ら号窯跡

(i!!i-I 

7・8・9・)0・11号無跡
、必}



度ヨ

図版8 I円柱，IJ;Y.弥出 L+H



1号有官軍事出土土器

Y号窯跡也土土器
図版9
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‘己主坦.
竪穴d-iニ土錯

不明1;;ち込み出士上善寺

図版10
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I 62 甑の上E週跡 車ノ上底轟飾
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I 63 憾に込み 婦り込み

16 小型 小鹿

I 63 3 I I IJ I I軍

I 64 2 2 舗 2 軍事

I 65 7 甑の上F遺跡 板ノ上F遺跡

2 I 7 26 ~体型 浅鉢酪

32 浅跡1盟 浅跡形

228 22 人組文 置形工学文

265 30 櫨..冨界.土鍋器杯 調車墨岬.土耐震耳

288 I 7 円筒上層B式 円筒上層b茸
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